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(57)【要約】
　廃棄物を処理する処理システムおよび方法が開示され
ている。いくつかの例では、処理システム（１００）は
、廃棄物（１０１）を受容するのに有効な容器（１０４
）を含んでいてもよい。処理システム（１００）は、容
器（１０４）と連通している１つまたは複数の濾過器（
１０２）をさらに含んでいてもよい。単数または複数の
濾過器（１０２）は、高分子担体物質（１０８）を含ん
でいてもよい。高分子担体物質（１０８）は、スフィン
ゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはク
リセオバクテリウム属細菌の少なくとも１つを含んでい
てもよい。該処理システムおよび方法は、微生物の耐毒
性を高め、ニトロベンゼンに対する毒物の効率的な生物
学的除去を達成し、処理コストを低減し、固定化微生物
技術を用いることにより標準に達する廃水の排出を実現
する。それらは、ＴＮＴ廃水処理に適応可能であるばか
りでなく、ニトロベンゼンおよびアニリンを含有する汚
染物質ならびに有機廃水の処理にも適用可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　廃棄物を受容するのに有効な容器と、
　前記容器と連通している濾過器であって、前記濾過器は高分子担体物質を含み、前記高
分子担体物質はスフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリセオバ
クテリウム属細菌の少なくとも１つを含む、濾過器と
を含む、処理システム。
【請求項２】
　前記濾過器は、固定化微生物嫌気濾過器または固定化微生物生物学的曝気濾過器の少な
くとも１つであり、
　前記高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体である、
請求項１に記載の処理システム。
【請求項３】
　前記濾過器は、
　３つのレベルの固定化微生物嫌気濾過器と、
　５つのレベルの固定化微生物生物学的曝気濾過器と
を含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項４】
　前記濾過器は、
　前記高分子担体物質中にシュードモナス属種およびスフィンゴモナス属種を含む固定化
微生物嫌気濾過器と、
　前記高分子担体物質中にフラボバクテリウム目種およびクリセオバクテリウム属種を含
む固定化微生物生物学的曝気濾過器と
を含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項５】
　前記濾過器と連通している均等化槽であり、前記廃棄物を受容し、そのｐＨを約６から
約９までに調整するのに有効である、均等化槽と、
　前記濾過器と連通している沈殿槽であり、前記廃棄物から懸濁物を除去するのに有効で
ある、沈殿槽と
をさらに含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項６】
　前記廃棄物は有機廃水を含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項７】
　前記廃棄物は、トリニトロトルエンの産出による有機廃水を含む、請求項１に記載の処
理システム。
【請求項８】
　トリニトロトルエンの前記産出による前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニル
アミンの少なくとも１つを含む、請求項７に記載の処理システム。
【請求項９】
　廃棄物を処理する方法であって、
　前記廃棄物を受容することと、
　請求項１に記載の前記処理システムを用いて前記廃棄物を濾過することと
を含む、方法。
【請求項１０】
　前記廃棄物を濾過することは、
　濾過された廃棄物を産出するために、前記廃棄物を第１の濾過器に供給することであっ
て、前記第１の濾過器は第１のポリウレタンフォーム担体物質および第１の細菌を含み、
前記第１の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオ
バクテリウム属細菌の少なくとも１つである、供給することと、
　前記濾過された廃棄物を第２の濾過器に供給することであって、前記第２の濾過器は、
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第２のポリウレタンフォーム担体物質および第２の細菌を含み、前記第２の細菌はスフィ
ンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオバクテリウム属細菌の少
なくとも１つである、供給することと
を含み、
　前記第１の細菌は前記第２の細菌とは異なる、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１の濾過器は、シュードモナス属種細菌およびスフィンゴモナス属細菌を含む固
定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は、フラボバクテリウム目細菌およびクリセオバクテリウム属細菌を
含む固定化微生物生物学的曝気濾過器である、
請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の濾過器は、シュードモナス属種またはラオウルテラテリジェナ種の少なくと
も１つをさらに含む、請求項１０に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第１の濾過器および前記第２の濾過器と連通している均等化槽に前記廃棄物を供給
することであって、前記均等化槽は、前記廃棄物を受容し、そのｐＨを約６から約９まで
に調整するのに有効である、供給することと、
　前記第１の濾過器および前記第２の濾過器と連通している沈殿槽に前記廃棄物を供給す
ることであって、前記沈殿槽は前記廃棄物から懸濁物を除去するのに有効である、供給す
ることと
をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記廃棄物は、トリニトロトルエンの産出による有機廃水を含む、請求項９に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニルアミンの少なくとも１つを含む、請求
項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　請求項１に記載の処理システムであって、前記濾過器は第１の濾過器である、処理シス
テムと、
　前記第１の濾過器と連通している第２の濾過器であって、前記第１の濾過器から濾過さ
れた廃棄物を受容するのに有効であり、第２の高分子担体物質中に第２の細菌を含み、前
記第２の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオバ
クテリウム属細菌の１つである、第２の濾過器と
を含み、
　前記第１の細菌は前記第２の細菌とは異なる、処理システム。
【請求項１７】
　前記第１の濾過器は固定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は固定化微生物生物学的曝気濾過器であり、
　前記第１の高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体であり、
　前記第２の高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体である、
請求項１６に記載の処理システム。
【請求項１８】
　前記第１の濾過器は、シュードモナス属種細菌およびスフィンゴモナス属細菌を含む固
定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は、フラボバクテリウム目細菌およびクリセオバクテリウム属細菌を
含む固定化微生物生物学的曝気濾過器である、
請求項１６に記載の処理システム。
【請求項１９】
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　トリニトロトルエンの産出による有機廃水をさらに含む、請求項１６に記載の処理シス
テム。
【請求項２０】
　前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニルアミンの少なくとも１つを含む、請求
項１９に記載の処理システム。
【発明の詳細な説明】
【背景技術】
【０００１】
　本開示に他に指示がない限り、本欄に記載されている資料は、本願の特許請求の範囲に
関する先行技術に相当せず、本欄に含まれることにより先行技術であると認められるもの
ではない。
【０００２】
　多数の源から廃棄物が生じる可能性がある。そのような廃棄物は、不適切に処分された
場合、汚染を生じる可能性がある。汚染の問題に対処するために、廃棄物が処理される場
合がある。廃棄物の処理において、時として、廃棄物中のある成分（単数または複数）を
除去することが望ましい場合がある。
【発明の概要】
【０００３】
　一例では、処理システムが概して説明されている。該処理システムは、廃棄物を受容す
るのに有効な容器を含んでいてもよい。処理システムは、容器と連通している濾過器をさ
らに含んでいてもよい。濾過器は、高分子担体物質を含んでいてもよい。高分子担体物質
は、スフィンゴモナス属（Ｓｐｈｉｎｇｏｍｏｎａｓ）細菌、フラボバクテリウム目（Ｆ
ｌａｖｏｂａｃｔｅｒｉａｌｅｓ）細菌、またはクリセオバクテリウム属（Ｃｈｒｙｓｅ
ｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ）細菌の少なくとも１つを含んでいてもよい。
【０００４】
　一例では、廃棄物を処理する方法が概して説明されている。本方法は、廃棄物を受容す
ることを含んでいてもよい。本方法は、濾過器で廃棄物を濾過することをさらに含んでい
てもよい。濾過器は、少なくとも１つの高分子担体物質を含んでいてもよい。高分子担体
物質は、スフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオバクテリ
ウム属細菌の少なくとも１つを含んでいてもよい。
【０００５】
　一例では、処理システムが概して説明されている。いくつかの例では、処理システムは
、容器と、第１の濾過器と、第２の濾過器とを含む。容器は、廃棄物を受容するのに有効
であってよい。第１の濾過器は、容器と連通していてもよい。第１の濾過器は、容器から
廃棄物を受け取りかつ濾過された廃棄物を産出するのに有効であってよい。第１の濾過器
は、第１の高分子担体物質中に第１の細菌を含んでいてもよい。第１の細菌は、スフィン
ゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオバクテリウム属細菌の少な
くとも１つであってよい。第２の濾過器は、第１の濾過器と連通していてもよい。第２の
濾過器は、第１の濾過器から濾過された廃棄物を受け取るのに有効であってよい。第２の
濾過器は、第２の高分子担体物質中に第２の細菌を含んでいてもよい。第２の細菌は、ス
フィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、およびクリセオバクテリウム属細菌
の１つであってもよい。第１の細菌は、第２の細菌とは異なっていてよい。
【０００６】
　上記概要は例示的にすぎず、決して限定的であるように意図されていない。前述の例示
的態様、実施形態、および特徴に加えて、さらなる態様、実施形態、および特徴が、図面
および以下の詳細な説明を参照することにより明らかになるであろう。
【０００７】
　本開示の上記の特徴および他の特徴は、添付図面と併用されている以下の記載および添
付の特許請求の範囲からより十分に明らかになるであろう。これらの図面は本開示による
いくつかの実施形態のみを示していることが分かることから、その範囲に関して限定的で
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あると見なされるべきではなく、本開示は、添付図面を使用して付加的な具体性および詳
細をもって記載される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】処理システムの例の図である。
【図２】廃棄物を処理する例示的工程の流れ図である。
【図３】廃棄物を処理するのに利用することができるコンピュータプログラム製品の図で
ある。
【図４】廃棄物を処理するようになされている例示的コンピュータデバイスを示すブロッ
ク図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　図面は全て、本明細書に記載されている少なくともいくつかの実施形態に基づいて用意
されている。
【００１０】
　以下の詳細な説明では、本明細書の一部を成す添付図面を参照する場合がある。図面で
は、他に特に指示がない限り、同様の符号は通常、同様の構成要素を特定する。詳細な説
明、図面、および特許請求の範囲に記載されている例示的実施形態は、限定的であると理
解されるべきではない。本明細書に示されている主題の精神または範囲から逸脱すること
なく、他の実施形態が利用されてもよく、他の変更が施されてもよい。本開示に概して記
載されておりかつ図に示されている本開示の態様は、様々な異なる構成において用意し、
置換し、組み合わせ、分離し、設計することができることが容易に分かるであろう。それ
らの全ては、本開示において明示的に検討されてもよい。
【００１１】
　本開示は、全般的に、とりわけ、廃棄物の処理に関連する方法、装置、システム、デバ
イス、およびコンピュータプログラム製品に関連している。
【００１２】
　簡潔にいえば、技術が、全般的に、廃棄物を処理する処理システムおよび方法に関して
記載されている。いくつかの例では、処理システムは、廃棄物を受容するのに有効な容器
を含んでいてもよい。処理システムは、容器と連通している１つまたは複数の濾過器をさ
らに含んでいてもよい。単数または複数の濾過器は、高分子担体物質を含んでいてもよい
。高分子担体物質は、スフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリ
セオバクテリウム属細菌の少なくとも１つを含んでいてもよい。
【００１３】
　図１は、本明細書に示されている少なくともいくつかの実施形態に従って用意すること
ができる処理システム１００の例を示す。以下により詳細に記載されている通り、処理シ
ステム１００は、容器１０４、ポンプ１１１、均等化槽１１２、沈殿槽１１４、調整槽１
１５、および／または１つまたは複数の濾過器（単数または複数）１０２を含んでいても
よく、濾過器１０２は、第２の濾過器１０２ｂと連通している第１の濾過器１０２ａを含
んでいてもよい。いくつかの例では、容器１０４は、廃棄物１０１を受容するのに有効で
あってよい。これら要素の少なくともいくつかは、通信リンク１６２によりプロセッサ１
５６と通信しているようになされていてもよい。いくつかの例では、プロセッサ１５６は
、格納されている命令１６０を含むメモリ１５８と通信するように適合されていてもよい
。プロセッサ１５６は、命令１６０などにより、後述の動作の少なくともいくつかを制御
するように構成されていてもよい。ポンプ１１１は、容器１０４からの廃棄物１０１を均
等化槽１１２、沈殿槽１１４、および濾過器（単数または複数）１０２を通して送るのに
有効であってよい。
【００１４】
　以下により詳細に検討されている通り、処理システム１００は、廃棄物１１１を受容し
、処理し、容器１３０内で、濾過された廃棄物１２４を産出するのに有効であってよい。
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容器１０４は、所望の量の廃棄物１０１を受容するのに有効な１つもしくは複数の大きさ
の、保持器または貯蔵タンクの１つもしくは複数であってもよい。濾過された廃棄物１２
４は、酸化微量電気分解（oxidation-micro-electrolysis）、凝固、および／または沈殿
等により、セルまたはタンク１３２内でさらに処理されてもよい。
【００１５】
　廃棄物１０１のいくつかの例が、有機プロセスの望ましくない成分および／または副産
物である可能性がある。いくつかの特定の有機プロセスが、産業プロセス、化学反応プロ
セスおよび／または商業化学反応プロセスであり得る。化学反応プロセスおよび／または
商業化学反応プロセスのいくつかの例には、トリニトロトルエン（ＴＮＴ）の産出から得
られる有機廃水処理が含まれる可能性がある。
【００１６】
　廃棄物１０１のいくつかの例には、ＴＮＴおよびその嫌気的代謝産物が含まれる可能性
がある。ＴＮＴのいくつかの嫌気的代謝産物には、ニトロベンゼン（単数または複数）お
よびフェニルアミン（単数または複数）が含まれる可能性がある。ＴＮＴの嫌気的代謝産
物のいくつかの例には、アンモニア、窒素、アニリン、ヘキサン酸、およびヘプタン酸が
含まれる。ＴＮＴの産出から得られる有機廃棄物のいくつかの例には、ＴＮＴ減圧水、Ｔ
ＮＴを含有する赤潮、２，４ジニトロ－トルエン（ＤＮＴ）、および２－ニトロトルエン
（ＭＮＴ）等が含まれる可能性がある。
【００１７】
　いくつかの例では、廃棄物１０１が、約１ｍｇ／Ｌから約２００ｍｇ／Ｌまで、具体的
には約５ｍｇ／Ｌから約１５０ｍｇ／Ｌまで、さらに具体的には約１０ｍｇ／Ｌから約１
２０ｍｇ／ＬまでのＴＮＴ濃度を有していてもよい。
【００１８】
　処理システム１００の一例には、容器１０４と連通している１つまたは複数の濾過器（
単数または複数）１０２が含まれていてよい。濾過器（単数または複数）１０２のいくつ
かの例には、機械的濾過器および／または生物学的濾過器が含まれていてよい。濾過器（
単数または複数）１０２は、構成要素を連結する際に使用される任意の構造により、容器
１０４と連通していてもよく、管類、配管、パイプライン、流体コネクタ、通路、導管等
を含んでいてもよい。濾過器（単数または複数）１０２のいくつかの例には、ハウジング
１１０内に固定化微生物１０６を含む高分子担体１０８が含まれていてよい。高分子担体
物質１０８は、網材料１２０により封入されて、ハウジング１１０内での高分子担体物質
１０８の固定を実現してもよい。網材料１２０のいくつのかの例は、繊維ガラス網等であ
る可能性がある。
【００１９】
　均等化槽１１２が廃棄物１０１を受容し、そのｐＨを約６から約９までのｐＨに調整し
て、均等化廃棄物１２６を産出するのに有効であってよい。沈殿槽１１４が、均等化廃棄
物１２６を受容し、懸濁物を除去して、均等化沈殿廃棄物１２８を産出するのに有効であ
ってよい。いくつかの例では、均等化廃棄物１２６は、例として約２時間などの所定の時
間、沈殿槽１１４内に残存していてもよい。処理システム１００のいくつかの例は、廃棄
物１０１の供給に対して任意の順序で使用される均等化槽１１２および沈殿槽１１４を有
していてもよい。
【００２０】
　いくつかの例では、均等化槽１１２が、化学緩衝剤などの化学溶液１１６を含んでいて
もよい。化学溶液１１６のいくつかの例は塩基性溶液であってよい。塩基性溶液の一例は
水酸化ナトリウム溶液であってよい。水酸化ナトリウム溶液のいくつかの例は、前述のｐ
Ｈ調整を達成するのに十分なものであってよい。化学溶液１１６のいくつかの例は、１０
％水酸化ナトリウム溶液であってよい。処理システム１００の一例では、均等化槽１１２
はまた、質量および体積の均等化をもたらしてもよい。均等化槽１１２は、ミキサおよび
／またはエアレータを含んでいてもよい。質量および体積の均等化は、流入濃度が均等化
槽内でよく混ざることを確実にすることを助ける可能性がある。均等化は、生物学的濾過
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器１０２に対する望ましくない影響を回避するのを助ける可能性がある。
【００２１】
　いくつかの例では、廃棄物１０１が、約６時間から約２４時間までの時間、摂氏約１８
度から摂氏約３５度までの温度で、均等化槽１１２内に保管されて、均等化廃棄物１２６
を産出してもよい。
【００２２】
　いくつかの例では、沈殿槽１１４は、均等化廃棄物１２６から懸濁物１１８を分離する
のに有効であってよい。懸濁物１１８のいくつかの例には、無機塵等が含まれていてよい
。均等化槽１１２および／または沈殿槽１１４は、６より下もしくは９より上などの望ま
しくないｐＨ値への暴露、および／または濾過器（単数または複数）１０２を損なうかま
たは損傷させる可能性がある懸濁物への暴露から、濾過器（単数または複数）１０２を保
護するのに有効である可能性があってよい。
【００２３】
　処理システム１００の一例では、化学溶液１１６が、容器１０４から均等化槽１１２へ
の廃棄物１０１の供給の前に、均等化槽１１２内に存在していてもよい。処理システム１
００の一例では、化学溶液１１６は、容器１０４から均等化槽１１２へ廃棄物１０１を供
給した後に、均等化槽１１２内に供給されてもよい。処理システム１００の一例では、廃
棄物１０１は、化学溶液１１６と同時に、容器１０４から均等化槽１１２へ供給されても
よい。調整槽１１５が使用されて、均等化され沈殿した廃棄物１２８の量を調整してもよ
い。
【００２４】
　ハウジング１１０のいくつかの例には、タンクまたは反応器の例などの保持デバイスが
含まれる可能性がある。微生物のいくつかの例には、細菌および／または真菌１０６が含
まれる可能性がある。濾過器（単数または複数）１０２が固定化微生物を含んでいてもよ
く、固定化微生物嫌気濾過器（単数または複数）（Ｉ－ＡＦ）または固定化微生物生物学
的曝気濾過器（ａｅｒａｔｅｄ　ｆｉｌｔｅｒ）（単数または複数）（Ｉ－ＢＡＦ）であ
ってもよい。
【００２５】
　処理システム１００のいくつかの例が、約１０時間から約２０時間までの水理学的滞留
時間（ＨＲＴ）を有する可能性がある濾過器（単数または複数）１０２として、Ｉ－ＡＦ
濾過器を含んでいてもよい。処理システム１００のいくつかの例が、約１０時間から約２
０時間までのＨＲＴを有する可能性がある濾過器（単数または複数）１０２として、Ｉ－
ＢＡＦ濾過器を含んでいてもよい。ＨＲＴは、式：（濾過器１０２の体積）／（濾過器１
０２内に入る廃棄物１０１の流量）により決定されてもよい。
【００２６】
　Ｉ－ＡＦ濾過器またはＩ－ＢＡＦ濾過器の体積のいくつかの例には、約５０ｍ３から約
１５０ｍ３までが含まれる。Ｉ－ＡＦ濾過器またはＩ－ＢＡＦ濾過器の流量のいくつかの
例には、約２から約８ｍ３／ｍ２ｄが含まれる。
【００２７】
　処理システム１００のいくつかの例が、約７時間から約１２時間までの接触時間を実際
に示す可能性がある濾過器（単数または複数）１０２として、Ｉ－ＡＦ濾過器を含んでい
てもよい。接触時間の一例が、式：（高分子担体物質１０８の体積）／（濾過器１０２内
に入る廃棄物１０１の流量）により決定されてもよい。処理システム１００のいくつかの
例では、濾過器（単数または複数）１０２などのＩ－ＢＡＦ濾過器のＨＲＴ時間および接
触時間は、前述のＩ－ＡＦ濾過器のＨＲＴおよび接触時間と同一にすることができる。高
分子担体物質１０８の体積のいくつかの例は、約３０ｍ３から約９０ｍ３までである可能
性がある。
【００２８】
　処理システム１００のいくつかの例が、ニトロベンゼン（単数もしくは複数）および／
または他の酸化物質を濾過するのに使用されてもよい濾過器（単数または複数）１０２と
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して、Ｉ－ＡＦ濾過器を含んでいてもよい。処理システム１００のいくつかの例では、濾
過器（単数または複数）１０２は、フェニルアミン（単数もしくは複数）および他の有機
物質を除去するのに使用されてもよいＩ－ＢＡＦ濾過器を含んでいてもよい。有機物質の
いくつかの他の例は、ヘキサン酸またはヘプタン酸である可能性がある。
【００２９】
　高分子担体物質１０８のいくつかの例には、たとえばポリウレタンフォーム担体などの
ポリウレタン担体が含まれる可能性がある。高分子担体物質１０８は、ポリエステル担体
等を含んでいてもよい。細菌および／または真菌１０６のいくつかの例には、たとえばス
フィンゴモナス属種細菌などのスフィンゴモナス属細菌、たとえばフラボバクテリウム目
種細菌などのフラボバクテリウム目細菌、またはたとえばクリセオバクテリウム属種細菌
などのクリセオバクテリウム属細菌の少なくとも１つが含まれる可能性がある。細菌およ
び／または真菌１０６のいくつかの例には、シュードモナス属（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ
）種細菌、シュードモナスプチダ（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ｐｕｔｉｄａ）種細菌、ラ
オウルテラテリジェナ（Ｒａｏｕｌｔｅｌｌａ　ｔｅｒｒｉｇｅｎａ）種細菌が含まれる
可能性がある。細菌および／または真菌１０６の一例が真菌（Ｆｕｎｇｉ）種を含む。い
くつかの例では、細菌に空気を与えて、該細菌を環境に適応させてもよい。
【００３０】
　いくつかの例では、処理システム１００は、図１に矢印で示されている方法で、廃棄物
１０１が容器１０４から濾過器１０２ａまたは濾過器１０２ｂへ供給されてもよいように
動作することができる。たとえば、均等化され沈殿した廃棄物１２８が、引力を使用して
かつ／またはポンプ１１１を使用して、濾過器を通して供給されてもよい。いくつかの例
では、均等化され沈殿した廃棄物１２８は、高分子担体物質１０８の下の位置で、濾過器
（単数または複数）１０２内に供給されてもよい。処理システム１００のある例では、第
１の濾過器１０２ａは、高分子担体物質１０８中にシュードモナス属種およびスフィンゴ
モナス属種を含むＩ－ＡＦ濾過器を含んでいてもよく、第２の濾過器１０２ｂは、高分子
担体物質１０８中にフラボバクテリウム目種およびクリセオバクテリウム属種を含むＩ－
ＢＡＦ濾過器を含んでいてもよい。いくつかの例では、濾過器（単数または複数）１０２
内への廃棄物１２８の供給は、廃棄物１０１中に比べて、濾過された廃棄物１２４中の低
レベルの有機プロセスの成分および／または副産物をもたらす可能性がある。第１の濾過
器１０２ａおよび／または第２の濾過器１０２ｂ内の細菌および／または真菌１０６の所
望の量の一例には、約１０ｇ／Ｌから約４０ｇ／Ｌまでが含まれる可能性がある。
【００３１】
　廃棄物１０１中の有機プロセスの成分および／または副産物のレベルのいくつかの例に
は、ＴＮＴおよびＴＮＴ副産物またはＴＮＴを作るための反応成分（ｒｅａｃｔｉｏｎ　
ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ）の例が含まれる可能性がある。一例では、いくらかのレベルのＴＮ
ＴおよびＴＮＴ副産物またはＴＮＴを作るための反応成分が、濾過器（単数または複数）
１０２により濾過された後に、濾過された廃棄物１２４中に存在している可能性がある。
濾過された廃棄物１２４のいくつかの例が、約１ｍｇ／Ｌから約４００ｍｇ／Ｌまでのあ
るレベルの化学的酸素要求量（ＣＯＤ：ｃｈｅｍｉｃａｌ　ｏｘｙｇｅｎ　ｄｅｍａｎｄ
）を有していてもよい。濾過された廃棄物１２４のＣＯＤの一例が、約５ｍｇ／Ｌから約
３５０ｍｇ／Ｌまでである可能性がある。
【００３２】
　第１の濾過器１０２ａは、第２の濾過器１０２ｂとは異なっていて（ｂｅ　ｄｉｓｔｉ
ｎｃｔ　ｏｒ　ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　ｆｒｏｍ）もよい。第２の濾過器１０２ｂは、一例
では、濾過器１０２ａ内の細菌および／または真菌１０６と同一のまたは異なる可能性の
ある第２の細菌および／または真菌１０６を高分子担体物質１０８中に含んでいてもよい
。第２の濾過器１０２ｂのいくつかの例は、第１の濾過器１０２ａの高分子担体物質１０
８と同一のまたは異なる高分子担体物質１０８を含んでいる可能性がある。
【００３３】
　いくつかの例では、処理システム１００は、図示の通り直列して連結されている、２つ
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以上の第１の濾過器１０２ａおよび／または２つ以上の第２の濾過器１０２ｂを含んでい
てもよく、１つの濾過器の出力は別の濾過器の入力内に送り込まれる。いくつかの例では
、処理システム１００は、並列して連結されている、２つ以上の第１の濾過器１０２ａお
よび／または２つ以上の第２の濾過器１０２ｂを含んでいてもよく、１つの濾過器の出力
が別の濾過器の入力内に送り込まれない。一例では、３つのＩ－ＡＦ第１の濾過器１０２
ａが直列して連結されて、３つのレベルの濾過器を形成していてもよい。一例では、５つ
のＩ－ＢＡＦ第２の濾過器１０２ｂが直列して連結されて、５つのレベルの濾過器を形成
していてもよい。処理システム１００のいくつかの例が、約１５℃から約４０℃までの温
度で動作し得るＩ－ＡＦ濾過器１０２ａおよび／またはＩ－ＢＡＦ濾過器１０２ｂを含ん
でいる可能性がある。
【００３４】
　いくつかの例では、細菌および／または真菌１０６が、約１５日から約３０日までなど
の順化期間で細菌および／または真菌１０６を廃棄物１０１に暴露することにより、かつ
／あるいは細菌および／または真菌１０６にリン酸塩を与えることにより、廃棄物１０１
に順化する可能性がある。
【００３５】
　他の考えられる利益の中で、本開示によるシステムが、微生物の毒素免疫を向上させ、
それにより、ＴＮＴおよび他のニトロベンゼン物質の効率的な生物学的除去を達成する可
能性がある。微生物のＴＮＴおよび他のニトロベンゼン汚染物質の中毒性副作用が回避さ
れる可能性がある。微生物の順化は比較的短時間である可能性があり、本開示によるシス
テムが比較的迅速に開始することができる可能性がある。ＴＮＴおよび他の汚染物質は固
定化微生物により分解される可能性があり、その結果、処理コストが低減する可能性があ
る。他の生理化学的汚染物質の移動に起因する二次汚染物質が回避される可能性がある。
【００３６】
　図２は、本明細書に記載されている少なくともいくつかの実施形態による、廃棄物を処
理する例示的工程２００の流れ図を示す。図２の工程は、たとえば前段で検討されている
システム１００を使用して、実施することができるであろう。例示的工程が、１つもしく
は複数のブロックＳ２、Ｓ４、Ｓ６および／またはＳ８で示されている、１つもしくは複
数の作業工程、動作、または機能を含んでいてもよい。別個のブロックとして示されてい
るが、種々のブロックは、所望の実施に応じて、付加的ブロックに分割されるか、より少
ないブロックに組み合わせられるか、または除去されてもよい。処理はブロックＳ２で開
始してもよい。
【００３７】
　ブロックＳ２において、システムは、廃棄物を均等化槽内に供給して、均等化された廃
棄物を産出するように構成されていてもよい。処理はブロックＳ２からブロックＳ４へと
続いてもよい。
【００３８】
　ブロックＳ４において、システムは、均等化された廃棄物を沈殿槽内に供給して、均等
化され沈殿した廃棄物を産出するように構成されていてもよい。処理はブロックＳ４から
ブロックＳ６へと続いてもよい。
【００３９】
　ブロックＳ６において、システムは、均等化され沈殿した廃棄物を第１の濾過器内に供
給して、濾過された廃棄物を産出するように構成されていてもよい。いくつかの例では、
第１の濾過器は、スフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリセオ
バクテリウム属細菌を含んでいてもよい。処理はブロックＳ６からブロックＳ８へと続い
てもよい。
【００４０】
　ブロックＳ８において、システムは、濾過された廃棄物を第２の濾過器内に供給するよ
うに構成されていてもよい。いくつかの例では、第２の濾過器は、スフィンゴモナス属細
菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリセオバクテリウム属細菌を含んでいてもよい
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【００４１】
　ある実施例では、廃棄物または廃水の処理が、生理化学的前処理および生物化学的処理
を含んでいてもよい。生理化学的前処理は、３段階微量電気分解、均等化、沈殿、および
調整槽の使用などの４つの手順を含んでいてもよい。生物化学的処理は、３段階固定化微
生物生物学的濾過器Ｉ－ＡＦと５段階固定化微生物生物学的濾過器Ｉ－ＢＡＦとを含んで
いてもよい。
【００４２】
　微量電気分解手順では、処理システムが、廃水中のニトロ化合物をアニリン化合物に変
換し、廃水の生分解性およびｐＨ値を向上させてもよい。微量電気分解は、３段階系の容
器１０１などのデバイスを用いて実施されてもよく、各段階におけるデバイスは、０．５
５ｍ３の有効反応体積（ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ　ｒｅａｃｔｉｏｎ　ｖｏｌｕｍｅ）を有し
ていてもよい。廃水は、ポンプ１１１などによりポンプで送ることにより、または工場の
既存の廃水排水路を使用することにより、持ち上げられて微量電気分解デバイス内に送り
込まれてもよい。
【００４３】
　均等化手順では、処理システムが廃水のｐＨ値を調整して、沈殿槽１１８内での沈殿の
ために、微量電気分解手順中に生成される第二鉄イオンおよび第一鉄イオンを水酸化第二
鉄および水酸化第一鉄に変換してもよい。本均等化手順の主要な装置は、アルカリ添加デ
バイスなどの均等化槽１１２であってもよい。該槽は、均等化槽から外へ供給される均等
化廃水１２６が７より大きいｐＨ値を有することを確実にする可能性がある。均等化槽の
底部には、曝気導管（ａｅｒａｔｅｄ　ｃｏｎｄｕｉｔ）が設けられており、完全な反応
のために廃水が激しく混合されることを助けてもよい。
【００４４】
　沈殿手順では、沈殿処理が均等化廃水１２６において実施されてもよい。結果として得
られる均等化され沈殿した廃棄物は、集水調整槽１１５内に入れられてもよい。該集水調
整槽は、廃水の質および量を調整するのに使用されてもよく、均等化され沈殿した廃水に
リン酸塩を添加して、生物学的処理および安定性を確実にしてもよい。
【００４５】
　生物化学的処理では、均等化され沈殿した廃水が、集水調整槽１１５からＩ－ＢＡＦ濾
過器１０２へ供給されてもよい。Ｉ－ＢＡＦ生物化学的処理手順では、４段階生物化学的
処理濾過器１０２が使用されてもよい。各段階における各濾過器１０２は、約１．８ｍ３

の平均体積を有していてもよく、下部が入口として使用されてもよく、一方、上部が出口
として使用されてもよい。濾過器は、約６０％の体積を有する担体を有していてもよく、
また、濾過器１０２の底部に曝気システムを有していてもよい。該曝気システムでは、空
気が濾過器の底部を通って進入してもよく、微生物が濾過器１０２内に添加されてもよい
。
【００４６】
　本実施例では、前処理において、廃水を容器内にポンプで送り、廃水は、１０％水酸化
ナトリウムを用いてｐＨ７～９に調整した。均等化された廃水を沈殿槽内に供給した。結
果として得られる上澄みを調整槽内に供給し、そこでリン酸三ナトリウムを添加した。調
整槽内の廃水は、３段階Ｉ－ＡＦから５段階Ｉ－ＢＡＦへ連続的に供給した。Ｉ－ＢＡＦ
が水で満たされた後、曝気を開始し、スフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細
菌、およびクリセオバクテリウム属細菌などの微生物を比例して添加した。３日後、各濾
過器の汚染指標を監視し、次いで、廃水流入を約０．２５ｍ３／ｈで制御し、各濾過器の
ｐＨ値を約６～９に維持し、温度は約１８～３５℃であった。微生物の培養、順化、およ
び固定化の期間は、約１５日から約３０日であった。
本実施例では、関連指標の試験結果の概要が以下の通りであった：
【００４７】
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【表１】

【００４８】
　ある実施例では、モノ硝酸塩アルカリ性赤潮の廃棄物または廃水の処理工程が、前処理
、生物化学的処理、および／または後処理を含んでいてもよい。前処理手順は、硝酸塩ア
ルカリ性赤潮の酸性化と、微量電気分解と、凝固と、沈殿とを含んでいてもよい。前処理
されたＴＮＴ酸性廃水とＴＮＴ真空濃縮水とが混合され、均等化のために調整され、栄養
物で満たされる。生物化学的処理は、３段階固定化微生物生物学的濾過器Ｉ－ＡＦおよび
／または５段階固定化微生物生物学的濾過器Ｉ－ＢＡＦを含んでいてもよい。後処理は確
認として用いられてもよく、酸化微量電気分解と、凝固と、沈殿とを含んでいてもよい。
【００４９】
　本実施例では、前処理手順において、硝酸塩アルカリ性赤潮を調整沈殿槽内にポンプで
送った。沈殿した硝酸塩アルカリ性赤潮を、５０Ｌ／ｈの流量で酸性化槽内にポンプで送
った。廃水を産出した工場で生成され回収された濃縮硫酸を、酸性化のために酸性化槽内
に添加した。酸性化後に結果として得られる上澄みを、微量電気分解セル内に供給した。
微量電気分解は、上部水入口および下部水入口を使用するようになされている。微量電気
分解後に結果として得られる水を凝固反応槽内に供給した。ＮａＯＨ塩基を凝固反応槽内
に添加した。０．３％ＰＡＭ（ポリアクリルアミド）溶液を、水１トン当たり約０．２Ｌ
の量で凝固反応槽内に添加した。凝固反応槽の底部で曝気を用いた。凝固反応槽からの水
収量を沈殿槽内に供給した。沈殿した廃水を調整槽内に供給した。結果として得られる前
処理された硝酸塩アルカリ性赤潮を調整均等化槽内にポンプで送り、ＴＮＴ酸性廃水と混
合した。ここで、前処理された硝酸塩アルカリ性赤潮とＴＮＴ酸性廃水の混合比は１：１
．５であった。
【００５０】
　ＮａＯＨ塩基およびリン酸三ナトリウムを均等化槽に添加した。廃水のｐＨ値が生物化
学的濾過器の条件を満たした後、混合された廃水を、固定化微生物生物学的濾過器Ｉ－Ａ
Ｆおよび／またはＩ－ＢＡＦ内にポンプで送った。Ｉ－ＡＦは嫌気濾過器であり、一方、
Ｉ－ＢＡＦは生物学的曝気濾過器であった。両濾過器は、１２５Ｌ／ｈの水流入を有して
いた。
【００５１】
　廃水を８段階Ｉ－ＡＦ／Ｉ－ＢＡＦ内に供給し、濾過器内の温度を約１５～３５℃に維
持した。生物化学的濾過器から結果として得られる濾過された水を、酸化微量電気分解セ
ルなどの後処理容器（単数または複数）１３２内に供給した。
【００５２】
　酸化微量電気分解セルの入口での希釈後に、濃縮硫酸を滴加して添加し、濾過された水
のｐＨ値を約３．５～５に調整した。３０％過酸化水素溶液を、水１トン当たり５Ｌの量
で、微量電気分解セルの出口で添加した。酸化微量電気分解セルから得られる水を反応凝
固槽内に供給した。
【００５３】
　廃水が反応凝固槽に進入した後、該反応槽内で過酸化水素と廃水との間で反応を実施し
た。反応槽の底部に散気管を設けた。該槽の水出口で塩基を添加して、中和反応を促進し
た。収量水はそのｐＨを約７～９の範囲内に制御した。
【００５４】
　反応凝固槽の反応において中和反応から得られる水を凝固部内に供給した。０．３％Ｐ
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ＡＭを含む溶液を凝固部内に添加した。攪拌のために、凝固部の底部に曝気システムを設
けた。反応凝固槽からの水収量を二次沈殿槽内に供給した。沈殿した水を検出器セル内に
供給した。
【００５５】
　本実施例では、ニトロ化合物、フェニルアミン、および他の指標の試験結果の概要が以
下の通りであった：
【００５６】
【表２】

【００５７】
　本実施例におけるＣＯＤｃｒ試験結果の概要が以下の通りであった：
【００５８】

【表３】

【００５９】
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　図３は、本明細書に記載されている少なくともいくつかの実施形態に従って用意されて
いる廃棄物を処理するのに利用することができるコンピュータプログラム製品を示す。プ
ログラム製品３００は、信号搬送媒体３０２を含んでいてもよい。信号搬送媒体３０２は
、たとえばプロセッサにより実行された場合に図１および図２に関して前述の機能性を実
現する可能性のある１つまたは複数の命令３０４を含んでいてもよい。したがって、たと
えばシステム１００を参照すると、プロセッサ１５６は、媒体３０２によりシステム１０
０に搬送される命令３０４に応答して、図３に示されているブロックの１つまたは複数を
開始してもよい。
【００６０】
　いくつかの実施では、信号搬送媒体３０２が、限定されないがハードディスクドライブ
、コンパクトディスク（ＣＤ）、デジタルビデオディスク（ＤＶＤ）、デジタルテープ、
メモリ等のコンピュータ可読媒体３０６を包含していてもよい。いくつかの実施では、信
号搬送媒体３０２は、限定されないがメモリ、読み書き（Ｒ／Ｗ）ＣＤ、Ｒ／Ｗ　ＤＶＤ
等の記録可能な媒体３０８を包含していてもよい。いくつかの実施では、信号搬送媒体３
０２は、限定されないがデジタルおよび／またはアナログ通信媒体（たとえば、光ファイ
バケーブル、導波管、有線通信リンク、無線通信リンク等）などの通信媒体３１０を包含
していてもよい。したがって、たとえば、プログラム製品３００は、ＲＦ信号搬送媒体３
０２により、システム１００の１つまたは複数のモジュールに搬送されてもよく、信号搬
送媒体３０２は、無線通信媒体３１０（たとえば、ＩＥＥＥ８０２．１１標準に準拠する
無線通信媒体）により搬送される。
【００６１】
　図４は、本明細書に記載されている少なくともいくつかの実施形態に従って用意されて
いる廃棄物の処理を実施するようになされている例示的コンピュータデバイスを示すブロ
ック図である。非常に基本的な構成４０２では、コンピュータデバイス４００が通常は１
つまたは複数のプロセッサ４０４とシステムメモリ４０６とを含む。メモリバス４０８が
、プロセッサ４０４とシステムメモリ４０６との間で通信するために使用されてもよい。
【００６２】
　所望の構成に応じて、プロセッサ４０４が、マイクロプロセッサ（μＰ）、マイクロコ
ントローラ（μＣ）、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、またはそれらの任意の組合せ
を含むがそれらに限定されない、任意のタイプであってもよい。プロセッサ４０４は、レ
ベル１キャッシュ４１０およびレベル２キャッシュ４１２などの１つまたは複数のキャッ
シュレベルと、プロセッサコア４１４と、レジスタ４１６とを含んでいてもよい。例示的
プロセッサコア４１４が、算術論理演算ユニット（ＡＬＵ）、浮動小数点演算ユニット（
ＦＰＵ）、デジタル信号処理コア（ＤＳＰ　Ｃｏｒｅ）、またはそれらの任意の組合せを
含んでいてもよい。また、例示的メモリコントローラ４１８がプロセッサ４０４と共に使
用されてもよく、またはいくつかの実施では、メモリコントローラ４１８が、プロセッサ
４０４の内部部品であってもよい。
【００６３】
　所望の構成に応じて、システムメモリ４０６が、（ＲＡＭなどの）揮発性メモリ、（Ｒ
ＯＭ、フラッシュメモリ等の）不揮発性メモリまたはそれらの任意の組合せを含むがそれ
らに限定されない、任意のタイプであってもよい。システムメモリ４０６は、オペレーテ
ィングシステム４２０と、１つまたは複数のアプリケーション４２２と、プログラムデー
タ４２４とを含んでいてもよい。アプリケーション４２２は、図１のシステム１００に関
して記載されているものを含む、本明細書に記載されている機能を実施するようになされ
ている廃棄物処理アルゴリズム４２６を含んでいてもよい。プログラムデータ４２４は、
本明細書に記載されている通り廃棄物を処理するために有用である可能性がある廃棄物処
理データ４２８を含んでいてもよい。いくつかの実施形態では、アプリケーション４２２
は、廃棄物処理が実現され得るように、オペレーティングシステム４２０上でプログラム
データ４２４を用いて動作するようになされていてもよい。この記載されている基本的構
成４０２は、内側の点線の範囲内の構成要素により図４に示されている。
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【００６４】
　コンピュータデバイス４００が、付加的な特徴または機能性、および付加的なインター
フェースを有していて、基本的構成４０２と任意の必要なデバイスおよびインターフェー
スとの間の通信を容易にしてもよい。たとえば、バス／インターフェースコントローラ４
３０が使用されて、記憶インターフェースバス４３４を介して基本的構成４０２と１つま
たは複数のデータ記憶デバイス４３２との間の通信を容易にしてもよい。データ記憶デバ
イス４３２は、取外し可能な記憶デバイス４３６、取外し不可能な記憶デバイス４３８、
またはそれらの組合せであってもよい。取外し可能な記憶デバイスおよび取外し不可能な
記憶デバイスの例には、２～３例を挙げると、フレキシブルディスクドライブおよびハー
ドディスクドライブ（ＨＤＤ）などの磁気ディスクデバイスと、コンパクトディスク（Ｃ
Ｄ）ドライブまたはデジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）ドライブなどの光ディスクドライ
ブと、半導体ドライブ（ＳＳＤ）と、テープドライブとが含まれる。例示的コンピュータ
記憶媒体が、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュールまたは他のデー
タなどの情報を格納するために任意の方法または技術で実施される、揮発性媒体および不
揮発性媒体、取外し可能な媒体および取外し不可能な媒体を含んでいてもよい。
【００６５】
　システムメモリ４０６、取外し可能な記憶デバイス４３６および取外し不可能な記憶デ
バイス４３８は、コンピュータ記憶媒体の例である。コンピュータ記憶媒体は、ＲＡＭ、
ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリまたは他のメモリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタ
ル多用途ディスク（ＤＶＤ）もしくは他の光記憶、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディ
スク記憶もしくは他の磁気記憶デバイス、または所望の情報を格納するのに使用されても
よくかつコンピュータデバイス４００によりアクセスされてもよい任意の他の媒体を含む
が、それらに限定されない。任意のそのようなコンピュータ記憶媒体が、コンピュータデ
バイス４００の一部であってもよい。
【００６６】
　また、コンピュータデバイス４００が、バス／インターフェースコントローラ４３０を
介した、種々のインターフェースデバイス（たとえば、出力デバイス４４２、周辺インタ
ーフェース４４４、および通信デバイス４４６）から基本的構成４０２への通信を容易に
するインターフェースバス４４０を含んでいてもよい。例示的出力デバイス４４２は、グ
ラフィックスプロセシングユニット４４８とオーディオプロセシングユニット４５０とを
含み、それらは、１つまたは複数のＡ／Ｖポート４５２を介して、ディスプレーまたはス
ピーカなどの種々の外部デバイスと通信するように構成されていてもよい。例示的周辺イ
ンターフェース４４４は、シリアルインターフェースコントローラ４５４またはパラレル
インターフェースコントローラ４５６を含み、それは、１つまたは複数のＩ／Ｏポート４
５８を介して、入力デバイス（たとえば、キーボード、マウス、ペン、音声入力デバイス
、タッチ入力デバイス等）または他の周辺機器（たとえば、プリンタ、スキャナ等）など
の外部デバイスと通信するように構成されていてもよい。例示的通信デバイス４４６は、
１つまたは複数の通信ポート４６４を介して、ネットワーク通信リンクにより、１つまた
は複数の他のコンピュータデバイス４６２との通信を容易にするようになされていてもよ
いネットワークコントローラ４６０を含む。
【００６７】
　ネットワーク通信リンクは、通信媒体の一例であってもよい。通信媒体は、通常、コン
ピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、または搬送波または他の移送機
構などの変調データ信号内の他のデータにより具体化されてもよく、任意の情報送達媒体
を含んでいてもよい。「変調データ信号」が、その特性集合の１つもしくは複数を有する
信号であってもよく、または情報を信号中にコード化する方法で変更されてもよい。例と
して、限定ではなく、通信媒体は、有線ネットワークまたは直接配線接続などの有線媒体
と、音響媒体、無線周波数（ＲＦ）媒体，マイクロ波媒体、赤外線（ＩＲ）媒体および他
の無線媒体などの無線媒体とを含んでいてもよい。本明細書に用いられる用語「コンピュ
ータ可読媒体」は、記憶媒体および通信媒体の両方を含んでいてもよい。



(15) JP 2013-545596 A 2013.12.26

10

20

30

40

50

【００６８】
　コンピュータデバイス４００が、携帯電話機、パーソナルデータアシスタント（ＰＤＡ
）、パーソナルメディアプレーヤデバイス、無線ウェブウォッチデバイス、パーソナルヘ
ッドセットデバイス、特定用途向けデバイス、または上記機能のいずれかを含むハイブリ
ッドデバイスなどのスモールフォームファクタ携帯（ｐｏｒｔａｂｌｅ　ｏｒ　ｍｏｂｉ
ｌｅ）電子デバイスの一部分として実施されてもよい。コンピュータデバイス４００はま
た、ラップトップコンピュータ構成および非ラップトップコンピュータ構成の両方を含む
パソコンとして実施されてもよい。
【００６９】
　本開示は、種々の態様の例示として意図されている可能性がある、本願に記載されてい
る特定の実施形態に関して限定されない可能性がある。当業者に明らかになるであろうよ
うに、多数の修正および変形を、その精神および範囲を逸脱することなく施すことができ
る。本開示の範囲内に入る機能的に等価の方法および装置が、本明細書に列挙されている
ものに加えて、上述の説明から当業者に明らかになるであろう。そのような修正形態およ
び変形形態は、添付の特許請求の範囲の範囲内に入ることが意図されている可能性がある
。本開示は、そのような特許請求の範囲に権利が与えられている全範囲の等価物と共に、
添付の特許請求の範囲の用語によってのみ限定されない可能性がある。本開示が、当然変
化し得る特定の方法、試薬、化合物、成分、または生体系に限定されない可能性があるこ
とが分かる。また、本明細書において用いられている技術は、特定の実施形態を説明する
目的のためのものすぎない可能性があり、限定的であることが意図されていない可能性が
あることが分かる。
【００７０】
　本明細書における実質的に全ての複数形および／または単数形の用語の使用に対して、
当業者は、状況および／または用途に適切なように、複数形から単数形に、および／また
は単数形から複数形に変換することができる。様々な単数形／複数形の置き換えは、理解
しやすいように、本明細書で明確に説明することができる。
【００７１】
　通常、本明細書において、特に添付の特許請求の範囲（たとえば、添付の特許請求の範
囲の本体部）において使用される用語は、全体を通じて「オープンな（ｏｐｅｎ）」用語
として意図され得ることが、当業者には理解されよう（たとえば、用語「含む（ｉｎｃｌ
ｕｄｉｎｇ）」は、「含むがそれに限定されない（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ　ｂｕｔ　ｎｏｔ
　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべきであり、用語「有する（ｈａｖｉｎｇ）」
は、「少なくとも有する（ｈａｖｉｎｇ　ａｔ　ｌｅａｓｔ）」と解釈されるべきであり
、用語「含む（ｉｎｃｌｕｄｅｓ）」は、「含むがそれに限定されなくてもよい（ｉｎｃ
ｌｕｄｅｓ　ｂｕｔ　ｍａｙ　ｎｏｔ　ｂｅ　ｌｉｍｉｔｅｄ　ｔｏ）」と解釈されるべ
きである、など）。導入される請求項で具体的な数の記載が意図され得る場合、そのよう
な意図は、当該請求項において明示的に記載されることになり、そのような記載がない場
合、そのような意図は存在しなくてもよいことが、当業者にはさらに理解されよう。たと
えば、理解の一助として、添付の特許請求の範囲は、導入句「少なくとも１つの（ａｔ　
ｌｅａｓｔ　ｏｎｅ）」および「１つまたは複数の（ｏｎｅ　ｏｒ　ｍｏｒｅ）」を使用
して請求項の記載を導くことを含む場合がある。しかし、そのような句の使用は、同一の
請求項が、導入句「１つまたは複数の」または「少なくとも１つの」および「ａ」または
「ａｎ」などの不定冠詞を含む場合であっても、不定冠詞「ａ」または「ａｎ」による請
求項の記載の導入が、そのように導入される請求項の記載を含む任意の特定の請求項を、
単に１つのそのような記載を含む実施形態に限定する、ということを示唆していると解釈
されるべきではない（たとえば、「ａ」および／または「ａｎ」は、「少なくとも１つの
」または「１つまたは複数の」を意味すると解釈されるべきである）。同じことが、請求
項の記載を導入するのに使用される定冠詞の使用にも当てはまる。また、導入される請求
項の記載で具体的な数が明示的に記載され得る場合でも、そのような記載は、少なくとも
記載された数を意味すると解釈されるべきであることが、当業者には理解されよう（たと
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記載は、少なくとも２つの記載、または２つ以上の記載を意味する）。さらに、「Ａ、Ｂ
およびＣ、などの少なくとも１つ」に類似の慣例表現が使用され得る事例では、通常、そ
のような構文は、当業者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図され得る（たとえ
ば、「Ａ、Ｂ、およびＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃの
み、ＡおよびＢを共に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ
、およびＣを共に、などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。「Ａ、Ｂ、
またはＣ、などの少なくとも１つ」に類似の慣例表現が使用され得る事例では、通常、そ
のような構文は、当業者がその慣例表現を理解するであろう意味で意図され得る（たとえ
ば、「Ａ、Ｂ、またはＣの少なくとも１つを有するシステム」は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃの
み、ＡおよびＢを共に、ＡおよびＣを共に、ＢおよびＣを共に、ならびに／またはＡ、Ｂ
、およびＣを共に、などを有するシステムを含むが、それに限定されない）。２つ以上の
代替用語を提示する事実上いかなる離接する語および／または句も、明細書、特許請求の
範囲、または図面のどこにあっても、当該用語の一方（ｏｎｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍ
ｓ）、当該用語のいずれか（ｅｉｔｈｅｒ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｔｅｒｍｓ）、または両方の
用語（ｂｏｔｈ　ｔｅｒｍｓ）を含む可能性を企図すると理解されるべきであることが、
当業者にはさらに理解されよう。たとえば、句「ＡまたはＢ」は、「Ａ」または「Ｂ」あ
るいは「ＡおよびＢ」の可能性を含むことが理解されよう。
【００７２】
　さらに、本開示の特徴または態様がマーカッシュグループで記載されている場合、本開
示は、それにより、マーカッシュグループの任意の個々のメンバまたはメンバのサブグル
ープでも記載されることを、当業者は認識するであろう。
【００７３】
　当業者には当然のことながら、書面を提供する観点からなど、任意のかつ全ての目的の
ために、本明細書に開示されている全範囲は、任意のかつ全ての可能な部分的範囲および
その部分的範囲の組合せも包含する。任意の記載された範囲が、十分に説明しておりかつ
同範囲を少なくとも等しい半分、３分の１、４分の１、５分の１、１０分の１等に細分す
ることを可能にしていると、容易に理解することができる。非限定的例として、本明細書
に記載されている各範囲は、下部３分の１、中部３分の１、および上部３分の１等に容易
に細分することができる。また、当業者には当然のことながら、「最大～まで」、「少な
くとも」、「より大きい」、「より小さい」等の全ての言葉は、記載されている数字を含
み、前述の通り、後で部分的範囲に細分することができる範囲を指す。最後に、当業者に
は当然のことながら、ある範囲が各個々のメンバを含む。したがって、たとえば、１～３
個のセルを有するグループが、１個、２個、または３個のセルを有するグループを指す。
同様に、１～５個のセルを有するグループが、１個、２個、３個、４個、または５個のセ
ルを有するグループ等を指す。
【００７４】
　本明細書において種々の態様および実施形態を開示したが、他の態様および実施形態が
当業者に明らかになるであろう。本明細書において開示されている種々の態様および実施
形態は例示目的のものであり、限定的であると見なされるべきではなく、真の範囲および
精神は以下の特許請求の範囲により示されている。
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【手続補正書】
【提出日】平成25年4月22日(2013.4.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　廃棄物を受容するのに有効な容器と、
　前記容器と連通している第１の濾過器であって、前記第１の濾過器は第１の高分子担体
物質を含み、前記第１の高分子担体物質は第１の細菌を含み、前記第１の細菌は、スフィ
ンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリセオバクテリウム属細菌の少
なくとも１つを含む、第１の濾過器と、
　前記第１の濾過器と連通している第２の濾過器であり、前記第２の濾過器は第２の高分
子担体物質を含み、第２の高分子担体物質は第２の細菌を含み、前記第２の細菌は、スフ
ィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、またはクリセオバクテリウム属細菌の
少なくとも１つを含む、第２の濾過器と
を含み、
　前記第１の細菌は前記第２の細菌とは異なる、
処理システム。
【請求項２】
　前記第１の濾過器は、固定化微生物嫌気濾過器または固定化微生物生物学的曝気濾過器
の少なくとも１つであり、
　前記第２の濾過器は、固定化微生物嫌気濾過器または固定化微生物生物学的曝気濾過器
の少なくとも１つであり、
　前記第１および前記第２の高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体である、
請求項１に記載の処理システム。
【請求項３】
　前記第１の濾過器は、３つのレベルの固定化微生物嫌気濾過器を含み、
　前記第２の濾過器は、５つのレベルの固定化微生物生物学的曝気濾過器を含む、請求項
１に記載の処理システム。
【請求項４】
　前記第１の濾過器は、前記第１の高分子担体物質中にシュードモナス属種およびスフィ
ンゴモナス属種を含む固定化微生物嫌気濾過器と、
　前記第２の濾過器は、前記第２の高分子担体物質中にフラボバクテリウム目種およびク
リセオバクテリウム属種を含む固定化微生物生物学的曝気濾過器と
を含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項５】
　前記第１および第２の濾過器と連通している均等化槽であり、前記廃棄物を受容し、そ
のｐＨを約６から約９までに調整するのに有効である、均等化槽と、
　前記第１および第２の濾過器と連通している沈殿槽であり、前記廃棄物から懸濁物を除
去するのに有効である、沈殿槽と
をさらに含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項６】
　前記廃棄物は有機廃水を含む、請求項１に記載の処理システム。
【請求項７】
　前記廃棄物は、トリニトロトルエンの産出による有機廃水を含む、請求項１に記載の処
理システム。
【請求項８】
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　トリニトロトルエンの前記産出による前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニル
アミンの少なくとも１つを含む、請求項７に記載の処理システム。
【請求項９】
　廃棄物を処理する方法であって、
　前記廃棄物を受容することと、
　濾過された廃棄物を産出するために、第１の濾過器を通して前記廃棄物を濾過すること
と、
　第２の濾過器を通して前記濾過された廃棄物を濾過することとを含み、
　前記第１の濾過器は第１の高分子担体物質を含み、前記第１の高分子担体物質は第１の
細菌を含み、前記第１の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、ま
たはクリセオバクテリウム属細菌の少なくとも１つを含み、
　前記第２の濾過器は第２の高分子担体物質を含み、前記第２の高分子担体物質は第２の
細菌を含み、前記第２の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボバクテリウム目細菌、ま
たはクリセオバクテリウム属細菌の少なくとも１つを含み、
　前記第１の細菌は前記第２の細菌とは異なる、方法。
【請求項１０】
　前記第１の濾過器は前記第１の高分子担体物質中にシュードモナス属種またはスフィン
ゴモナス属細菌を含む固定化微生物嫌気濾過器を含み、
　前記第２の濾過器は前記第２の高分子物質中にフラボバクテリウム目細菌またはクリセ
オバクテリウム属細菌を含む固定化微生物生物学的曝気濾過器を含む、請求項９に記載の
方法。
【請求項１１】
　前記第１の濾過器は、シュードモナス属種細菌およびスフィンゴモナス属細菌を含む固
定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は、フラボバクテリウム目細菌およびクリセオバクテリウム属細菌を
含む固定化微生物生物学的曝気濾過器である、
請求項９に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１の濾過器は、ラオウルテラテリジェナ種をさらに含む、請求項１０に記載の方
法。
【請求項１３】
　前記第１の濾過器および前記第２の濾過器と連通している均等化槽に前記廃棄物を供給
することであって、前記均等化槽は、前記廃棄物を受容し、そのｐＨを約６から約９まで
に調整するのに有効である、供給することと、
　前記第１の濾過器および前記第２の濾過器と連通している沈殿槽に前記廃棄物を供給す
ることであって、前記沈殿槽は前記廃棄物から懸濁物を除去するのに有効である、供給す
ることと
をさらに含む、請求項９に記載の方法。
【請求項１４】
　前記廃棄物は、トリニトロトルエンの産出による有機廃水を含む、請求項９に記載の方
法。
【請求項１５】
　前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニルアミンの少なくとも１つを含む、請求
項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　第１の濾過器であって、前記第１の濾過器は第１の高分子担体物質を含み、前記第１の
高分子担体物質は第１の細菌を含み、前記第１の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボ
バクテリウム目細菌、またはクリセオバクテリウム属細菌の少なくとも１つを含む、第１
の濾過器と、
　前記第１の濾過器と連通している第２の濾過器であって、前記第２の濾過器は第２の高
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分子担体物質中に第２の細菌を含み、前記第２の細菌はスフィンゴモナス属細菌、フラボ
バクテリウム目細菌、およびクリセオバクテリウム属細菌の１つである、第２の濾過器と
を含み、
　前記第１の細菌は前記第２の細菌とは異なる、濾過器システム。
【請求項１７】
　前記第１の濾過器は固定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は固定化微生物生物学的曝気濾過器であり、
　前記第１の高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体であり、
　前記第２の高分子担体物質はポリウレタンフォーム担体である、
請求項１６に記載の濾過器システム。
【請求項１８】
　前記第１の濾過器は、シュードモナス属種細菌およびスフィンゴモナス属細菌を含む固
定化微生物嫌気濾過器であり、
　前記第２の濾過器は、フラボバクテリウム目細菌およびクリセオバクテリウム属細菌を
含む固定化微生物生物学的曝気濾過器である、
請求項１６に記載の濾過器システム。
【請求項１９】
　トリニトロトルエンの産出による有機廃水をさらに含む、請求項１６に記載の濾過器シ
ステム。
【請求項２０】
　前記有機廃水は、ニトロベンゼンおよびフェニルアミンの少なくとも１つを含む、請求
項１９に記載の濾過器システム。
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